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弥生時代 名前

問1 弥生時代の遺跡から発掘された人骨の中には、石の鏃（やじり）が刺さっていたり、鋭利な刃物によるものと思われる殺傷跡が残っていたりす
るものが多数見つかっています。このような人骨の発見から、当時の社会状況について推測されることとして最も適切なものはどれですか。
（2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 水田稲作の普及にともない、土地
や水をめぐる集落間の争い（戦い）
が激しくなったこと

2. 青銅器である銅鐸や銅鏡を、死者
の権威を示すための副葬品として埋
葬し始めたこと

3. 狩猟や採集を中心とする生活の中
で、獲物を奪い合うための小規模な
小競り合いが増えたこと

4. 古墳と呼ばれる巨大な墓を造るた
めに、強制的な労働によって多くの
犠牲者が出たこと

問2 弥生時代の社会において、大陸から伝わった「青銅器」と「鉄器」の使い分けに関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2016年

長崎県公立入試 類似）

1. 青銅器は主に通貨として流通し、
鉄器は主に古墳の副葬品としてのみ
使われた。

2. 青銅器は鋭い切れ味を活かして農
具に、鉄器は祭りの楽器に用いられ
た。

3. 青銅器は書院造のような武家の住
居を飾る装飾品として用いられた。

4. 青銅器は祭りの道具として用いら
れ、鉄器は工具や農具として用いら
れた。

問3 弥生時代には青銅器と鉄器がほぼ同時に日本列島へ伝わりました。それぞれの金属器が果たした役割の違いについて説明したものとして、最も
適切なものはどれですか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. 鉄器は定期市での取引を円滑にす
るために使われ、青銅器はイスラム
教の礼拝の道具として使われた

2. 青銅器は加工のしやすさを活かし
て農具や工具として普及し、鉄器は
主に祭りの道具として使われた

3. 青銅器は前方後円墳に埋葬するた
めの副葬品として作られ、鉄器は神
社の建築のために使われた

4. 鉄器は鋭さや硬さを活かして農具
や武器などの実用に供され、青銅器
は主に祭りの道具として使われた

問4 紀元前4世紀頃から稲作が普及し始めた弥生時代において、近畿地方を中心に多く発見されている、釣鐘のような形をした代表的な青銅器の名称
は何ですか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. 銅鐸 2. 勾玉 3. 前方後円墳 4. 埴輪

問5 佐賀県に位置する吉野ヶ里遺跡は、周囲を深い堀や土塁で囲んだ大規模な環濠集落である。このような集落が造られた当時の社会背景を説明し
たものとして、最も適切なものはどれか。 （2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 稲作によって収穫物の蓄えや土地
・水をめぐる争いが集落間で発生し
たため、外敵から守る必要があった
。

2. 大陸から仏教が伝来し、その寺院
を保護するために宗教的な儀礼とし
て堀を巡らせる必要があった。

3. ナウマン象などの大型の獲物を効
率よく捕獲するための罠として、村
の周囲に深い溝を掘る必要があった
。

4. 氷河期が終わり海面の上昇が激し
くなったため、集落が水没しないよ
う高い防波堤を築く必要があった。

問6 弥生時代に使用された道具とその背景について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 稲作が始まった当初は木製の農具
が中心であったが、次第に大陸から
伝わった鉄器なども使われるように
なった。

2. 収穫の効率を上げるために、鉄製
の鎌を用いて稲の根元から刈り取る
方式がこの時代に確立した。

3. 牛や馬を農作業に利用する牛馬耕
が導入されたことで、大規模な水田
開発が全国で一斉に進んだ。

4. 金属器のうち、青銅器は主に木材
を加工するための工具として、鉄器
は祭祀用の宝物として使い分けられ
た。

問7 弥生時代の文化を象徴する遺物である「銅鐸」について、その使用目的や出土傾向を正しく説明しているものはどれか。 （2024年 京都府公立入試 類似）

1. 豊作を祈るための祭りの道具とし
て用いられ、滋賀県や和歌山県を含
む近畿地方で多くの出土が確認され
ている。

2. 最新の農耕技術を伝えるための工
具として、兵庫県や島根県などの沿
岸部のみで限定的に使用された。

3. 縄文時代から続く伝統的な風習に
おいて、死者を埋葬する際に手足に
装着する装身具として使われた。

4. 実際の戦いや狩猟で使用するため
の実戦的な武器として、東日本を中
心に広く普及した。

問8 佐賀県の吉野ヶ里遺跡に代表される弥生時代の文化や社会状況について述べた文として、背景や当時の国際関係を含めて説明したものとして正
しいものを選択してください。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 百済から仏教が伝来し、聖徳太子
が大陸の進んだ制度を取り入れるた
めに十七条の憲法を制定した。

2. 有柄細形銅剣などの青銅器が大陸
から伝わり、女王卑弥呼が魏へ使者
を送るなど大陸の王朝との交流を通
じて自らの権威を高めた。

3. 稲作が普及して定住が進んだが、
大陸との交流は途絶えており、日本
独自の国風文化が形成された。

4. 巨大な前方後円墳が各地に築かれ
、ヤマト政権が近畿地方を中心に統
一国家としての基盤を固めた。

問9 弥生時代における「青銅器」と「鉄器」の使われ方の違いについて説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 鉄器は武器や農具などの実用的な
道具として用いられ、青銅器は祭り
や儀式のための宝物として用いられ
た。

2. 鉄器は縄文時代から日本列島で独
自に作られていたが、青銅器は弥生
時代になって初めて大陸から伝わっ
た。

3. 青銅器は武器や農具などの実用的
な道具として用いられ、鉄器は祭り
や儀式のための宝物として用いられ
た。

4. 鉄器も青銅器も、ともに稲作を効
率化するための農具としてのみ、実
用的に普及した。

問10 中国の歴史書である『後漢書』東夷伝には、1世紀半ばの57年に倭の奴国の王が使者を送り、皇帝から印綬（印と紐）を授かったという記述があ
ります。このとき授けられたとされる「漢委奴国王」と刻まれた金印が、江戸時代に発見された現在の福岡県にある場所はどこですか。 （2023年

大阪府公立入試 類似）

1. 志賀島 2. 種子島 3. 壱岐 4. 対馬

問11 3世紀の日本の様子が記された中国の史書『三国志』の「魏志」倭人伝において、約30の国々をまとめ、中国の魏に使いを送ったとされる邪馬台
国の女王は誰ですか。 （2025年 長野県公立入試 類似）

1. 持統天皇 2. 卑弥呼 3. 北条政子 4. 推古天皇

問12 佐賀県の吉野ヶ里遺跡などの墳丘墓から出土する「細形銅剣」をはじめとした青銅器の性格について述べた文として、歴史的な事実と合致する
ものはどれですか。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 弥生時代を通じて、一貫して実戦
での殺傷能力を追求した武器であっ
た

2. 富や権力を象徴し、村々のまとま
りを強めるための儀式や祭りに用い
られた

3. 調理や食事を円滑に進めるために
開発された、一般庶民の日常の生活
用具であった

4. 鉄器に比べて硬度が高かったため
、土木工事の道具として普及した
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

水田稲作の普及にともない、土地や水をめぐ
る集落間の争い（戦い）が激しくなったこと

弥生時代に始まった水田稲作は、安定した収穫を得るために良好な土地の確保や用水路の管理
が不可欠でした。これにより、資源をめぐる集落同士の利害対立が生まれ、人骨に残された殺
傷跡や頭部のない人骨は、武力を用いた激しい争い（戦い）が日常的に行われていたことを物
語っています。縄文時代にはこうした殺傷跡のある人骨は稀であり、生産活動の変化が社会構
造を大きく変えたことを示しています。

問2 答え 4
青銅器は祭りの道具として用いられ、鉄器は
工具や農具として用いられた。

弥生時代には青銅器と鉄器がほぼ同時に伝わりました。鉄は非常に硬いため、木を加工する工
具や、土を掘り返す農具、実戦用の武器などの実用的な用途に主に使われました。一方で青銅
は鉄よりも柔らかいため、銅鐸、銅剣、銅矛などのように、神を祀る儀式や祭りの道具として
象徴的に使われるようになりました。

問3 答え 4
鉄器は鋭さや硬さを活かして農具や武器など
の実用に供され、青銅器は主に祭りの道具と
して使われた

鉄は青銅よりも硬くて丈夫であるため、木製農具の先を補強する工具や、鋭利な刃物としての
武器といった実用的な道具に用いられました。一方で、青銅器は独特の光沢を持つことから権
威の象徴や祭りにおける神聖な道具としての性格を強め、鉄器と青銅器で「実用」と「儀礼」
という役割の分担がなされました。

問4 答え 1
銅鐸

銅鐸は弥生時代を代表する青銅器の一つです。もともとは音を鳴らす楽器のような道具であっ
たと考えられていますが、時代とともに大型化し、表面に当時の生活（狩猟や稲作）を描いた
絵が刻まれるなど、地域の祭りや儀式でシンボルとして使われる道具へと変化しました。

問5 答え 1
稲作によって収穫物の蓄えや土地・水をめぐ
る争いが集落間で発生したため、外敵から守
る必要があった。

弥生時代に稲作が始まると、余剰生産物の貯蔵や、稲作に不可欠な水田・用水をめぐって集落
間で利害対立が生じ、戦争が起こるようになりました。吉野ヶ里遺跡に見られる環濠や土塁、
物見櫓は、敵の侵入を防ぎ、村を守るための防御施設として機能していました。

問6 答え 1
稲作が始まった当初は木製の農具が中心であ
ったが、次第に大陸から伝わった鉄器なども
使われるようになった。

弥生時代には大陸から鉄器と青銅器がほぼ同時に伝わりました。鉄器は主に工具や農具などの
実用品として、青銅器は銅鐸や銅鏡のように祭祀・儀式用の宝物として用いられました。稲の
収穫には主に石包丁が使われ、穂の部分のみを摘み取る「穂首刈り」が行われていました。牛
馬耕が普及するのは平安時代以降のことです。

問7 答え 1
豊作を祈るための祭りの道具として用いられ
、滋賀県や和歌山県を含む近畿地方で多くの
出土が確認されている。

青銅器はもともと大陸では武器や工具として使われていたが、日本に伝わると祭祀用の道具（
祭器）として大型化・薄肉化した。銅鐸はその代表例であり、出土数の統計においても兵庫県
、島根県、徳島県に次いで、滋賀県や和歌山県といった近畿圏で多く見つかっていることが特
徴である。

問8 答え 2
有柄細形銅剣などの青銅器が大陸から伝わり
、女王卑弥呼が魏へ使者を送るなど大陸の王
朝との交流を通じて自らの権威を高めた。

吉野ヶ里遺跡は、大規模な環濠集落や有柄細形銅剣などの出土品から、弥生時代の社会構造や
大陸とのつながりを示す重要な遺跡です。この時代、稲作の普及により余剰生産物が生まれ、
貧富の差や土地を巡る争いが発生しました。その中で誕生した邪馬台国の卑弥呼は、中国の魏
と外交を行うことで、大陸の進んだ文化や宝物、そして皇帝からの公認という「権威」を獲得
し、国内の小国をまとめようとしました。古墳の造営や仏教の伝来は後の時代の出来事です。

問9 答え 1
鉄器は武器や農具などの実用的な道具として
用いられ、青銅器は祭りや儀式のための宝物
として用いられた。

弥生時代に伝来した二種類の金属器は、硬度の違いによって用途が明確に分かれていました。
鉄は非常に硬く、鋭い刃先を保つことができるため実用具に向いていました。一方、青銅は鉄
に比べると脆いものの、鋳造が容易で美しい光沢を持つため、銅鏡や銅鐸、銅剣といった祭祀
（まつり）や権威を示すための道具として利用されました。

問1
0

答え 1
志賀島

1784年に福岡県の志賀島で農作業中に偶然発見された金印は、縦横約2.3cmの純金製で、「
漢委奴国王」の五文字が刻まれていました。これは『後漢書』にある「建武中元二年、倭の奴
国、貢を奉じて朝賀す…光武、賜うに印綬を以てす」という、後漢の光武帝が奴国の王に印を
与えたとする記述を証明する非常に重要な歴史的発見となりました。

問1
1

答え 2
卑弥呼

3世紀の日本（倭）では、多くの小国が争っていましたが、邪馬台国の女王である卑弥呼が呪
術的な力を背景にこれらをまとめ上げました。彼女は239年に中国の魏へ使者を送り、外交関
係を築いたことが『魏志倭人伝』に記録されています。

問1
2

答え 2
富や権力を象徴し、村々のまとまりを強める
ための儀式や祭りに用いられた

弥生時代の青銅器は、大陸では武器として使われていた形状を起源としていますが、日本国内
では「祭りの道具」としての性格を強めていきました。例えば、銅剣はより薄く装飾的なもの
へ、銅鐸はより大型で音を響かせるものから観賞用のものへと変化しており、これらは農耕儀
礼などの宗教的な場や、首長の権威を示す場において重要な役割を果たしていました。


